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●
航
空
機
騒
音

○
浦
安
市
へ
の
影
響
は
現
在
よ
り
増
大
す
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
市
の
陸
域
の
騒
音
の
程
度

を
示
し
た
う
え
で
、
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。

○
浦
安
市
の
近
く
を
通
過
す
る
着
陸
機
は
、
騒
音

軽
減
を
図
る
た
め
に
フ
ラ
ッ
プ
を
下
げ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
て
滑
走
路
に
進
入
す
る
方
式

（
デ
ィ
レ
イ
ド
フ
ラ
ッ
プ
進
入
方
式
）
を
採
用

す
る
と
と
も
に
、
航
空
管
制
官
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

な
ど
に
対
し
て
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

○
特
異
音
の
発
生
原
因
を
解
明
し
、
発
生
回
避
や

低
減
策
に
つ
い
て
明
示
す
る
こ
と
。

○
年
間
の
平
均
値
だ
け
で
は
な
く
、
年
間
日
変
動

値
の　
　
※95

パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
や
日
最
大
値
な
ど

に
よ
る
予
測
評
価
を
実
施
す
る
こ
と
。

○
飛
行
航
跡
デ
ー
タ
な
ど
の
基
礎
デ
ー
タ
や
機
種

別
・
重
量
別
・
飛
行
経
路
別
・
時
間
帯
別
の
離

着
陸
回
数
に
つ
い
て
内
容
を
明
示
す
る
こ
と
。

●
深
夜
早
朝
時
間
帯
の
航
空
機
騒
音

○
新
た
な
滑
走
路
（
Ｄ
滑
走
路
）
を
使
っ
て
深
夜

早
朝
時
間
帯
の
運
航
を
増
加
す

る
こ
と
は
、
そ
の
運
航
方
式
や

飛
行
経
路
、
騒
音
影
響
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
な
く
、
い
ま

だ
関
係
地
域
と
の
合
意
が
な
さ

れ
て
い
な
い
コ
ー
ス
を
前
提
と

す
る
こ
と
は
住
民
を
無
視
し
た

や
り
方
で
あ
る
。

○
こ
の
環
境
影
響
評
価
と
は
別

に
、
同
時
間
帯
の
航
空
機
騒

音
の
影
響
に
つ
い
て
住
民
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

○
発
着
回
数
は
、
空
港
の
発
着

処
理
能
力
と
環
境
基
準
の
範

囲
内
で
最
大
発
着
回
数
と
の

関
係
か
ら
設
定
さ
れ
て
お
り
、

同
時
間
帯
の
運
航
方
針
や
需

用
予
測
な
ど
の
根
拠
の
評
価

が
欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
関
係

地
域
な
ど
に
も
合
意
さ
れ
て

な
く
、環
境
影
響
評
価
で
取
り
扱
う
段
階
に
至
っ

て
い
な
い
た
め
、
除
外
す
べ
き
で
あ
る
。

○
平
成
18
年
3
月
16
日
か
ら
、
羽
田
と
北
九
州
を

結
ぶ
国
内
定
期
便
が
羽
田
着
25
時
35
分
、
羽
田

発
24
時
に
運
航
さ
れ
る
と
い
う
情
報
が
あ
る
。

こ
の
件
に
つ
い
て
い
ま
だ
国
土
交
通
省
か
ら
の

説
明
が
な
く
、
不
信
感
や
警
戒
感
を
助
長
す
る

も
の
で
あ
る
。

○
深
夜
早
朝
時
間
帯
は
暗
騒
音
が
低
く
、
た
と
え

1
回
で
あ
っ
て
も
住
民
の
睡
眠
を
妨
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
。
事
業
者
は
、
最
大
騒
音
レ
ベ
ル

と
騒
音
発
生
回
数
を
明
ら
か
に
し
、
今
後
、
同

時
間
帯
の
発
着
回
数
が
無
制
限
に
増
加
し
、
住

民
の
安
眠
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
保
証
す

る
新
た
な
指
標
や
発
着
回
数
を
設
定
す
る
こ

と
。

●
低
周
波
騒
音

心
理
・
生
理
・
物
理
的
に
影
響
が
生
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
再
拡
張
後
に
新
た
な
飛
行
経
路
の

周
辺
で
事
後
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

●
飛
行
経
路

再
拡
張
後
の
Ｄ
滑
走
路
精
密
進
入
方
式
に
よ
る

着
陸
機
が
陸
域
に
進
入
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
標
準
飛
行
経
路
の
遵
守
や
通
過

高
度
の
上
昇
な
ど
の
騒
音
を
低
減
す
る
飛
行
方
法

の
遵
守
に
つ
い
て
、
航
空
管
制
官
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

な
ど
に
対
し
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

●
周
辺
海
域
に
与
え
る
影
響

○
三
枚
洲
か
ら
三
番
瀬
ま
で
の
浦
安
市
周
辺
の
海

域
な
ど
は
、
事
業
実
施
区
域
周
辺
の
つ
ぎ
に
影

響
が
大
き
い
海
域
に
な
る
。
東
京
湾
の
自
然
環

境
保
全
上
、
重
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
こ
の
地
域
の
資
料
収
集
と
そ
の
内
容
の
検

討
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
予
測
評
価
を

実
施
す
る
こ
と
。

○
こ
の
海
域
な
ど
の
主
要
種
の
定
量
的
な
検
討
に

基
づ
く
影
響
予
測
を
実
施
す
る
こ
と
。

○
県
が
保
有
す
る
三
番
瀬
に
関
す
る
文
献
デ
ー
タ

を
収
集
し
、
三
番
瀬
を
含
め
た
予
測
評
価
を
実

施
す
る
こ
と
。

●
電
波
障
害

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
や
衛
星
放
送
電
波
（
Ｂ
Ｓ
、

Ｃ
Ｓ
）
の
電
波
障
害
に
対
し
て
知
見
の
収
集
に
努

め
、
必
要
に
応
じ
て
事
後
調
査
を
実
施
す
る
こ

と
。

●
航
空
機
騒
音
の
監
視

○
騒
音
の
実
態
把
握
の
た
め
、
積
極
的
に
固
定
測

定
局
を
設
置
す
る
こ
と
。

○
固
定
設
置
局
で
把
握
で
き
な
い
地
域
で
は
、
影

響
の
大
き
い
時
期
に
短
期
測
定
を
併
用
す
る
な

ど
、
全
体
的
な
騒
音
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
。

●
環
境
保
全
措
置

○
環
境
保
全
へ
の
展
望
や
改
善
に
向
け
た
具
体
的

な
措
置
を
明
確
に
記
載
す
る
こ
と
。

○
航
空
各
社
に
対
し
て
、
騒
音
の
低
い
航
空
機
の

導
入
の
促
進
を
強
く
指
導
す
る
な
ど
、
よ
り
一

層
の
航
空
機
騒
音
の
低
減
に
取
り
組
む
こ
と
。

○
航
空
各
社
に
対
し
て
、
燃
料
消
費
効
率
の
よ
い

新
型
機
の
導
入
を
促
進
す
る
な
ど
、
よ
り
一
層

の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
低
減
に
取
り
組
む

こ
と
。

こ
の
準
備
書
で
は
、
午
前
6
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
の
定
期
便
枠

を
現
在
の
28
・
5
万
回
か
ら
40
・
7
万
回
に
増
や
す
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
行
で
1
日
あ
た
り
十
数
便
し
か
運
航
さ

れ
て
い
な
い
午
後
10
時
か
ら
翌
朝

午
前
6
時
ま
で
の
時
間
帯
に
、
1

日
あ
た
り
1
1
2
便
に
増
加
さ
せ

る
こ
と
を
前
提
に
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

深
夜
早
朝
時
間
帯
の
離
着
陸
回

数
、
運
航
比
率
・
方
式
、
飛
行
経

路
は
、
現
在
ま
で
に
千
葉
県
や
関

係
市
町
村
と
の
合
意
は
さ
れ
て
お

ら
ず
、
深
夜
早
朝
の
騒
音
に
つ
い

て
は
寝
耳
に
水
で
あ
り
、
住
民
を

無
視
し
た
も
の
で
す
。

市
と
し
て
は
、
深
夜
早
朝
時
間

帯
の
航
空
機
の
市
近
傍
の
通
過
は
、

海
上
通
過
で
あ
っ
て
も
生
活
環
境

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
不
利

益
を
被
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
到
底

容
認
で
き
ま
せ
ん
。

羽
田
空
港
再
拡
張
事
業
の

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出

「到底容認
できない」

「到底容認
できない」

WECPNL70

浦安市

WECPNL70以上のエリアが倍以上に拡大し、本市千鳥
地区に迫っていることからも陸域への影響は現在よりも
増加する。WECPNL65や60のラインも明示し、本市
陸域の騒音の程度を示して、評価を実施すること

現況 新滑走路供用後

※

羽田空港の再拡張は、羽田空港に新たに滑走路を

つくり、離着陸回数の大幅な拡大を行うものです。市

では、当初から騒音や飛行ルートに問題があると訴

えてきました。その結果、市の陸域の飛行は回避さ

れたものの、依然として騒音などの問題は残ってい

ます。今回、国が示した環境影響評価準備書では、

23時から翌朝6時までの深夜から早朝にかけて、現

在の約10倍の1日あたり112便の運行が既定の事実

のように設定され、評価が行われています。市では、

この準備書が平成17年3月25日に千葉県知事が国に

対して方法書に対する意見書を提出してから5カ月と

いう短期間で作成されたことからも、的確な検討が

なされたのか疑問であり不安に思っています。今回

は、昨年の12月13日に千葉県知事に提出したこの

準備書に対する意見書の概要をお知らせします。

夜
間
か
ら
早
朝
の
飛
行
が
既
定
事
実
に

夜
間
か
ら
早
朝
の
飛
行
が
既
定
事
実
に�

夜
間
か
ら
早
朝
の
飛
行
が
既
定
事
実
に�

意
見
書
の
内
容

意
見
書
の
内
容�

意
見
書
の
内
容�

問
い
合
わ
せ
　
環
境
保
全
課

意
見
書
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
文
化
会
館
2
階
）、
環
境

保
全
課
（
市
役
所
第
3
庁
舎
1
階
）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

 区　　分 6時台～22時台 23時台～5時台
 国内線 1,032 56
 国際線 82 56
 　　　　　　小　計 1,114 112
 公用機枠 30
 ※ファイアーブレイク 16（枠）
 特定時間枠 60
 　　　　　　合　計 1,220 112

時間帯別離着陸回数（日あたりの便数）

40.7万回に相当する部分

※航空機発着の遅延による混雑を吸収
　するために発着機数を抑制する枠

Ｄ滑走路を使って現状の約10倍
の増便を前提に評価。方法書でも
枠外とされた部分。

今
後
の
流
れ

市
で
は
、
国
土
交
通
省
が
行
う
羽
田
空

港
再
拡
張
事
業
の
環
境
影
響
評
価
に
対
し

て
、
適
切
な
予
測
評
価
の
実
施
、
環
境
影

響
の
回
避
・
低
減
策
の
検
討
な
ど
の
意
見

を
述
べ
て
い
ま
す
。

今
回
、
市
が
千
葉
県
知
事
に
対
し
て
行
っ

た
準
備
書
に
対
す
る
意
見
は
、
他
の
関
係

市
町
村
の
意
見
と
あ
わ
せ
て
、
2
月
21
日

ま
で
に
千
葉
県
知
事
の
意
見
と
し
て
国
土

交
通
省
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
は
、
こ
の
よ
う
な
知
事
の

意
見
や
国
土
交
通
大
臣
、
環
境
大
臣
の
意

見
を
踏
ま
え
て
、
準
備
書
を
見
直
し
、
評

価
書
と
し
て
公
告
・
縦
覧
を
行
い
、
事
業

の
実
施
に
な
り
ま
す
。

※
W
E
C
P
N
L
は
、
航
空
機
騒
音
の
特
異
性
、

継
続
時
間
の
効
果
、
昼
夜
の
別
な
ど
を
加
味
し

た
騒
音
の
う
る
さ
さ
の
単
位
。
住
宅
の
用
に
供

す
る
地
域
の
基
準
値
は
70
以
下
と
さ
れ
る

※
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
と
は
、
計
測
値
の
分
布
（
ば
ら
つ
き
）
を

小
さ
い
方
か
ら
並
べ
て
パ
ー
セ
ン
ト
で
見
た
数
字


